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NDP入院時持込薬の安全管理指針 

 

【目的】入院時に患者が持込んだ医薬品等（入院時持込薬）について、関連医療スタッフ全員（医師、

看護師、薬剤師）が、その品名、用法・用量、残量、薬理作用、副作用等を把握し、入院中の薬物療

法が安全に実施される体制を構築する。 

入院時持込薬 NDP 定義 

【入院時持込薬】 

患者が入院時に病院に持込んだ全ての医薬品・市販薬とする（狭義の入院時持込

薬）。すなわち、他院・他診療科等から処方された医薬品、自診療科外来で処方

された医薬品、および市販薬（大衆薬、OTC 薬）、個人輸入薬。 

【広義の入院時持込薬】 

狭義の入院時持込薬に加えて、薬剤に類する作用のある食品等、薬剤の作用に影

響を及ぼす可能性のある食品等を加えたものを広義の入院時持込薬とする（特定

機能食品を含むサプリメント、いわゆる健康食品など）。 

 

【実施すべき内容】 

１） 入院時持込薬の安全管理のための院内規約およびマニュアルを作成するとともに、ルール遵守

を徹底させること。その際、入院時持込薬の取扱いについて、医師、看護師、薬剤師の役割分

担を明確にしておくこと。 

２） 処方や薬剤の指示出しは、持込薬情報を把握してから行うことが必要であり、これを徹底する

意味から、持込薬に関する責任は原則として主治医が担うこと。 

３） 関連スタッフ全員が持込薬を確認できていることを把握できるシステムを構築すること。 

４） 入院時持込薬の範疇は、医療用医薬品、OTC薬、サプリメント等、極めて広範囲に及ぶ。持込

薬の確認は原則として薬剤を含む化学物質全般の知識に明るい薬剤師が行うこと。薬剤師が不

在の時間帯（例えば休日）が存在する場合は、そのバックアップ体制も整えておくこと。 

５） 持込薬の確認の際は、紹介状やお薬手帳の確認、患者への直接の問診等により可能な限りの持

込薬に関する情報収集を行うこと。 

６） 入院時持込薬をスタッフ全員が把握するためのフォームとして、NDP入院時持込薬確認表を別

紙に示した。その留意点を以下に示す。 

①. 書式の項目は、「継続・中止・用法変更」、「薬剤製品名（規格・含量）」、「院内採用の

有無（無い場合の代替薬）」、「薬効」、「用法用量」、「持込数量」、「備考」、「持込薬確認

表作成者記名欄」、「持込薬確認および指示出し医師記名欄」、「指示確認看護師記名欄」

とする。必要であれば「薬剤一般名」の記入欄を追加する。 

②. 「継続・中止・用法変更」の欄は、看護師からの認知性を考慮し、表中の最前列に配

置する。 
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③. 「持込薬確認表作成者記名欄」には、持込薬確認表を作成した者の名前を記入する。

薬剤師以外が作成した場合は、後で必ず薬剤師がそれを再確認し、その薬剤師が署名

および作成日を記入する。 

④. 「持込薬確認および指示出し医師記名欄」には、確認表を確認した医師が署名および

指示出し日を記入する。 

⑤. 「指示確認看護師記名欄」には、持込薬に関する指示を確認した看護師が署名および

指示受日を記入する。 

⑥. 「薬剤製品名（規格・含量）」の欄には、持込薬の名称を記入する。その際、製剤の主

成分量や濃度などを必ず明記すること。また、院内採用が無い場合は、代替薬として

同成分の採用薬を記載する。代替薬を記入する際は、製剤の主成分量や濃度などを必

ず明記すること。 

⑦. ｢用法・用量｣の欄には、単位を明記すること。 

⑧. 備考欄：下記の場合は必ず記入する 

 屯用、外用（坐薬、点眼、吸入）、注射剤についての用法・用量の詳細 

 用法・用量の変更があった場合の変更内容。 

 その他の注意事項。 

⑨. 市販薬、個人輸入薬、特定機能食品、その他のサプリメント・健康食品などを記入す

る欄を別途設ける。簡単な効能についても記入することが望ましい。 

⑩. 運用を徹底するため用紙中に簡単な運用マニュアルを記載することが望ましい。 
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